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〇
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さ
い
せ
き
・
函
館

▽
約
二
ヵ
月
ぶ
り
の
「
さ
い
せ
き
・
函
館
」
に
な
り

ま
す
。
残
暑
厳
し
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
一
変 

本
来
の
道
南
ら
し
い
気
温
に
成
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
異
常
気
象
で
全
国
的
に
大
き
な
災
害
も 

発
生
し
大
変
な
年
で
す
。
何
が
有
る
か
本
当
に
予
想

出
来
な
い
事
が
多
過
ぎ
て
整
理
が
付
き
ま
せ
ん
。 

特
に
、
岡
本
本
部
長
の
突
然
の
死
に
は
、
動
揺
を
隠

し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
の
死
と
は
、
か
く
も
簡

単
に
来
る
も
の
な
の
か
。
改
め
て
人
間
の
弱
さ
と
儚

さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
故
人
は
、
函
館
支
部
に

対
し
て
本
当
に
心
を
開
き
、
何
か
に
と
気
配
り
を
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
も
個
人
的
に
様
々
な
面
で
教

え
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た

い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
▽
今
後
の
本
部
協
会
・
組

合
の
組
織
運
営
も
急
な
事
で
人
事
案
件
を
ま
と
め 

理
事
会
承
認
を
経
て
進
め
ら
れ
ま
す
。
大
黒
柱
を
失

い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
故
人
の
今
ま

で
の
教
え
を
活
か
し
て
、
纏
め
な
く
て
は
成
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
▽
今
年
も
当
会
の
巡
回
指
導
パ

ト
ロ
ー
ル
を
理
事
の
協
力
の
も
と
、
渡
島
地
区
三
日

間
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。
各
事
業
所
の
皆
様
方

に
は
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も

後
三
カ
月
で
す
。
何
が
有
る
か
解
ら
な
い
日
々
の
中

し
っ
か
り
地
に
足
を
付
け
て
安
全
操
業
を
心
掛
け

て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

             

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

①
本
部
報
告 

・
第
53
回
理
事
会 

10
月
4
日 

一
時
か
ら 

東
京
・
五
反
田 

議
題
は
5
項
目
報
告
事
項
5
項
目
の
予
定 

・
第
52
回
理
事
会 

令
和
5
年
8
月
7
日 

午
後
一
時
～ 

今
年
6
月
の
令
和
五
年
度
総
会
後
の
理
事
会
に

お
い
て
役
付
理
事
の
選
任
が
保
留
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
前
回
に
引
き
続
き
才
田
氏
を
会
長

と
す
る
事
で
決
定
し
専
務
理
事
も
磯
部
理
事
兼

事
務
局
長
を
選
任
し
ま
し
た
。 

副
会
長
に
つ
い
て
は
、
書
面
決
議
と
し
て 

兵
庫
県
支
部
長
・
三
重
県
支
部
長
。
栃
木
県
支

部
長
の
3
名
が
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 ※
本
部
に
期
待
す
る
点
に
つ
い
て
は
、 

先
ず
は
組
織
改
革
を
し
っ
か
り
行
っ
て
頂
き
た

い
事
と
会
長
と
し
て
の
決
断
力
そ
し
て
三
役
の

意
思
統
一
と
各
地
方
本
部
事
務
局
の
意
見
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
理
事
会
で
決
定
し
た
事
に
対

し
て
後
戻
り
せ
ず
前
進
す
る
事
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
（
私
案
） 

         ・
砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
二
三 

 

第
48
回
全
国
砕
石
技
術
大
会
（
東
京
） 

 

開
催
日 

10
月
17
日
火
曜
日 

 

会 

場 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館
ホ
ー
ル 

休
業
4
日
以
上
の
災
害
報
告
部 

男
性 

60
歳 

 
 

重
機
整
備
中
に
指
を
挟
み
切
断 

・
鹿
児
島
県
支
部 

男
性 

67
歳 

 
 

重
機
整
備
中
に
転
落
、
骨
折 

・
函
館
支
部 

男
性 

66
歳 

 
 

コ
ン
ベ
ヤ
ー
ベ
ル
ト
に
巻
込
・
骨
折 

・
栃
木
県
支
部 

男
性 

51
歳 

 
 

コ
ン
ベ
ヤ
ー
ベ
ル
ト
に
巻
込
・
腕
切
断 

※
季
節
も
夏
か
ら
秋
、
そ
し
て
冬
と
作
業
着
も 

 

厚
手
に
成
っ
て
参
り
ま
す
。
感
覚
と
し
て
は
、

薄
手
の
作
業
着
を
身
に
付
け
て
い
る
感
覚
も
有
り

コ
ン
ベ
ヤ
ー
や
他
作
業
に
巻
き
込
れ
た
り
、
接
触

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
易
く
成
り
ま
す
。
ま
た
、

朝
夕
の
寒
暖
差
で
足
場
も
滑
り
易
く
成
り
ま
す
。

十
分
に
注
意
し
指
導
を
行
っ
て
下
さ
い 

      

②
地
方
本
部
報
告 

9
月
20
日
10
時
～
14
時
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

・
岡
本
興
業
会
長
。
故
・
岡
本
繁
美
儀
社
葬
。 

 
 

ま
た
、
北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会
。 

日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部
と
し
て
も 

岡
本
興
業
社
葬
に
同
式
さ
せ
て
頂
き
、
献
花
を

行
い
、
全
国
日
本
砕
石
協
会
理
事
を
迎
え
お
礼

を
行
い
ま
し
た
。 

 

・
9
月
24
日 

16
時
～
札
幌
市
・
博
善
斎
場 

青
木
理
事
、
御
尊
父
様
の
前
北
海
道
地
方
本
部 

本
部
長
で
あ
り
ま
し
た
青
木
勇
夫
氏
の
お
通
夜 

 
 日

本
砕
石
協
会
函
館
支
部
よ
り
御
香
典
を
出
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

➀
㈱
下
川
部
工
業
様
が
、
知
事
の
認
可
と
森
林
管

理
署
等
の
土
地
権
者
と
の
協
議
が
整
い
ま
し
た

の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

②
巡
回
指
導
実
施 

9
月
1９
・
2１
・
22
日
の
三
日
間
実
施 

今
回
も
渡
島
振
興
局
商
工
労
働
課
・
三
井
係
長

と
桜
井
主
査
に
同
行
を
頂
き
各
事
業
所
を
巡
回

致
し
ま
し
た
。
尚
19
日
の
土
肥
建
機
様
の
巡
回

に
は
北
斗
市
様
も
同
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

檜
山
地
区
巡
回
指
導
は
、1

0

月3

日 

 

巡
回
先
は
、
下
川
部
工
業
を
予
定
し
て
い
ま
す 

 

⓷
セ
メ
ン
ト
骨
材
誌
ア
グ
リ
ゲ
イ
ト
よ
り 

 

取
材
の
申
し
込
み
が
有
り
ま
し
た
。 

 

当
組
合
と
し
て
の 

今
後
の
日
程 

・
火
薬
類
保
安
講
習
会 

 

講
習
会
会
場 

北
斗
市
か
な
で
ー
る 

令
和
5
年
11
月
15
日 

Ⓗ
保
安
教
育
講
習
会(

産
業
火
薬) 

 

13
時
30
分
～
17
時
30
分 

Ⓙ
保
安
教
育
講
習
会 

9
時
30
分
～
12
時
30
分 

申
し
込
み
は
11
月
01
日
迄 

 ・
採
石
の
た
め
の
掘
削
作
業
主
任
者
技
能 

 
 

 
 

 
 

講
習
会 

令
和
6
年
2
月 

札
幌
市 

 

秋
の
交
通
安
全
週
間
で
す
。 

気
象
条
件
に
注
意
し
て
安
全
運
転
を
心
掛
け
て 

安
全
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。 


